
項　　目 はい
どちらとも
いえない いいえ

工夫している点
今後の改善内容など

人
権
へ
の
配
慮

・職務上知り得た個人情報・家庭環境について外部に漏らさないようにしている。
・子どもに対する育て方や養育方針について、一職員が家族にその個人的な批判を向けるよう
なことをしないように対応する。     　　　　　など、人権への配慮に努める。

97% 3% 0%

家
庭
支
援

・家庭の状況等について、関係機関と連携する必要性を理解していて、家庭での困りごとについ
て、支援計画に基づき、家庭でできることを保護者と一緒に考えている。
・家庭での虐待を疑われる際の他機関への連絡方法を知っている。　など家庭支援に努める。

77% 19% 4%

個別面談や家庭訪
問により家庭での困
りごとへの対応を行
なっています。

利
用
児
へ
の
支
援

・問題行動の対応に関して、個人的な好みや考え方で対応の仕方が大きく変化しないよう職員
間で統一した方針や手段をとるようにしている。
・児童発達支援計画書に沿った支援を実施しており、活動プログラムが固定化しないよう工夫を
している。
・乱暴な言葉を使ったり軽蔑したりすることのないようにする。
等に努め支援をおこなう。

90% 10% 0%

リ
ス
ク
対
応

・緊急対応マニュアルを理解し、緊急対応マニュアルを目のつくところに置き、対応できるよう心
掛けている。
・ヒヤリハット報告書を積極的に記載して、事故やヒヤリハットの報告・原因分析・予防に関する
組織的検討を実施している。

75% 19% 6%
マニュアルを目の着
く所へ設置するよう
徹底しました。

健
康
管
理

・利用児の疾患と疾患に伴う医学的配慮について理解している。
・利用開始時に、子どもの体調を顔色・表情・行動の様子・体温などにより確認するようにしてい
る。
・アレルギーに対し、保護者に事前に確認し、配慮をおこなっている。　　等健康管理に配慮して
いる。

66% 24% 10%

利用児の疾患診断名
の把握に今後は努めて
いきます。また、お預か
り時の健康管理につい
て、今後も留意していき
ます。

与
薬

・保護者に与薬依頼書を書いていただき、内服薬は、１回ずつ氏名を書いていただいている。
・与薬依頼書に基づき、投薬している。
・投薬ミスがあった場合の対応を知っている。
等　与薬マニュアルに基づいて対応している。

83% 10% 6%
与薬マニュアルの周
知徹底を図ります。

不
調
時
の
対
応

・感染症対応研修の手洗い講習を受けたことがある。
・感染症対策マニュアルに従って感染症対策をおこなっている。
・けいれん発作時、発作の様子、状態の観察、記録、発作前の状況、発作の時間などを注意して
いる。
・ケガをした際、頭部打撲や強度の腹部圧迫などでは、顔色や意識状態・脈拍などに注意し異常
があればすぐに受診を心がけている。
等、利用児の不調に気づき対応を行なっている。

84% 13% 3%

体調の急変等、不調
時の対応について今
後も留意していきま
す。

食
事

・摂食・嚥下についての医学的知識と観察点、手技について理解している。
・食事前の手洗い・準備・摂食動作（姿勢・適した食具・マナー）・食後の歯磨き・片づけ等出来る
ことは自分でできるように介助している。
・子どもの食事量・食事形態・摂食機能・食具などについて、日ごろから職員同士（栄養士やリハ
スタッフも含む）が話し合い、家庭の理解や協力を得ながら、子どもの発達に合わせて食事がで
きるように心がけている。   等に留意し、楽しい雰囲気づくりに心がけ、できそうなことは適切な
援助をして、自立を促す関わりをしている。

90% 7% 2%

摂食についての基礎
知識や対応方法を職
員間で共有していき
ます。

環
境

・保育中に汚れた場合はその都度清掃している。
・採光、照明、換気、室温、などに配慮し、心地よい環境を保っている。

90% 9% 1%
保育室の採光、照明
に留意します。

排
泄

・自立に向けて子どもの状態に合わせて家庭と話し合いながら、紙パンツから布パンツに変更し
たり、洋式便座・立ち便器等の使用、補助具の使用をおこなっている。
・失敗しても叱ったりせず、排泄について脅迫観念をもたせないようにし、速やかにきれいな衣類
と交換し、気持ちよく過ごせるようにしている。
・子どもが排泄した後や排泄介助後自身は、しっかりと手洗いを行い清潔を保っている。

95% 5% 0%

バ
ス
送
迎

・バス内での緊急時の対応・対処法を知っている。
・バス送迎の際の災害発生時の対処法を知っている。
・バス内において個々の注意事項を把握している。
等に留意し、バスの運行が安全におこなわれるよう注意をはらっている。

95% 5% 0%
毎日通園部のみ
バス送迎を行なっ
ています。

職員の自己評価を基に、施設としての自己評価を実施しました。改善すべき点や課題等を確認し今後の事業に活かしていきま
す。今後も、より良い施設をめざしてまいりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。
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